
コロナ在宅療養

２０２２.９.１１

會田 光穂



発症前日 会議で嫌なことがあった瞬間にのどの痛み！

発症日 午後からややだるさ 帰宅時37.2度 21時ごろ38.4度！

１日目 発熱外来受診 ３８度台 やや胃腸の気持ち悪さあり

２日目 ３７度～３８度台 あまり記憶なし

３日目 ３７度～３８度台 ひたすら寝る

４日目 ３７度 たまに３８度 スカイツリーの存在を思い出す

５日目 ３６～３７度 本が読める

６日目～ おおむね回復

疲れやすいが、ずっと寝ていたからなのかは不明



家庭内感染の防ぎ方

① ゾーニング
② 消毒
③ 換気



我が家版家庭ゾーニング
発熱外来など

會田家版

・感染者への対応
・防護服等を着用

・防護服等の着脱
・物品の受け渡し

・特別な感染対策を
とらず執務できる

寝室
・感染者の居住エリア
・非感染者は立ち入り

禁止

浴室、トイレ、洗面所
・感染者の使用後は消

毒を徹底

その他の部屋
・感染者は基本立ち入

らない



気を付けたこと
• レッドゾーン以外では触った場所はすべて消毒

• トイレ使用後は、便座・ふたの裏も一応消毒

• 歯磨きはレッドゾーン内で。ゆすぐ時だけ洗面所に。ゆすいだ
あとは洗面台をよく洗う

• 窓はレッド・グリーンともに開けっ放なし（熱中症にならない
ように気を付けました）

• ７日目ごろからは少し緩和

非感染者がいないときはグリーンゾーンに進出して生活

（使用後消毒はした）

グリーンゾーンで二人でいるときは、マスク・２メートル以上
離れる・非感染者は風上に座る



発熱外来の受診予約（７月末の状況）

• 都、区のコールセンターの情報は都ホームページの対応医療機関と
同じ

→ よって、医療機関探し目的でコールセンターに電話する必

要はなし。自分で都・県のホームページから徒歩圏内の医

療機関を探し電話する。

• まず規模の大きい病院２件に電話→豊島病院：都の紹介のみ

もう一軒はいっぱい クリニックに℡、３件目で「午後なら」

予約できた。

→ かかりつけ医療機関がコロナ対応であることが一番

そうでない場合は断られてもめげずに電話する



抗原検査キットは「体外診断用医薬品」を使用する



おまけ：やっと予約できたクリニック…
アジアへの旅行感が楽しめました

• 漢方専門クリニック

• 行ってみると発熱者が道にあふれていた。せま
い廊下も発熱者でいっぱい

• 室内は「上海の雑居ビルの診療所みたい？」暗
くて狭いところに漢方のものがたくさん

• 狭い検査部屋に５人同時に呼ばれる。流れ作業
で検査。人が綿棒を鼻に入れられるところを
じっとみる。くしゃみされたら全員移ると思う
…

• 検査結果も何人か同じ部屋で。人の診断も聞く。

• 会計時（なぜ会計があったのか）、「陽性の人
はそっちいかないで！」待っている大勢の前で
陽性者であること暴露される



墨田区のコロナ対応

・2020.4.10 区独自のＰＣＲ検査開始
・早めのワクチン接種
2020.12ワクチン接種の担当設置（選管と兼務）2021.7月末

には高齢者の８割、8月末には接種対象者８割が２回目接種完
了。相撲協会、スカイツリー、千葉大と連携し、夜間の接種
会場を早期に整備。

・地域完結型医療体制
在宅訪問（医師・訪看）、重傷者対応病院から回復してき

た患者を回復期病院に移行する役割分担


